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江戸時代の「人魚」像（2）

　　　博物学の舶来を中心として

九頭見　和　夫

至．はじめに

　麟稿においては，主に文学関係の文献を中心に

江戸蒔代紅おける「人無」像の解墾に取拳緩んで

きたが，解明に際し文学関係の文献に劣らず重要

な役割をはたすと推灘されるのが．オランダや中

蟹から舶来した博物学関係の文献である。キ｝’ス

ト教禁止を名羅に，三代将軍穂薄家光は，いわゆ

る鎖露命（i憩5年の縮本人の海外護航ならびに

爆馨の禁止」および欝3§年の「ポルトガル船来航

の禁里と」）を出し，霧本人の海外渡航だけでなく，

オランダと中震を除く外国人の渡来も禁止した。

その結果わが講の外露，とりわけ聾歓の学閥の受

容において，それまで大きな役割をはたしてきた

南蛮系すなま）ち潔ルトがルやスペイン系の学闘は

キ婆スト教との深い縫わ警の傘え裟急速に衰え．

かわりに「纏毛」すなわちオランダ系の学潤であ

る蘭学が独占的なカを発揮することになるのであ

る軽

　本論においては．前述の事実をふまえ，オラン

ダよ箏舶来したヨーン・ヨンストンのぎ動物穰譜一1

（欝総革〉及び中馨よ箏舶来した李時珍私蚕の多本

革纒融（蔦鰯隼海）爾博物学書に注§し，講書が

江戸時代における「人魚」嫁の形成垂こおいていか

なる影響を及ほ1したか，江戸鋳代に難鴛された博

物学驚｛系の文献を中心毒こ検証する予定である。蠕

象となる文醸は，野暑元丈のぎ韓鶴駝禽獣虫魚園

秘解累算凝集／．賢原益軒の郭大籏奉牽．！（葺鑓奪〉，

寺島喪安の『憩漢三才籔会茎（i7盤年／，新井嚢石

の堅磐露之事講書選．後藤梨春の多紅毛談護（葺編

集／，大槻玄澤のζ六霧新誌垂（誓総隼／，小野薦毒

の蓼本草綱§啓蒙垂（鰺薦年），驚馬涯漢のぎ嚢洋

画談葦（聾鯵年〉等である。

賢．鎖国と博勤学の舶来

重、　ヨンストンのぎ動軸翻譜圭

　徳繕幕府による鎖露令実施以後海外文化輸入の

晦一の霞戸となった長綺を経てわが誘に舶来した

鍛鱗の嚢欧σ）博物学書は，！酪3年以降鋸年蟹鱗と

なったオランダ人の江戸参癖1こ際しオランダ箏比

丹（繭館長／より幕欝に献上された討ドネウス

貧e盤醜r磁sDo6（）難磁s（至5葺隼一雄編隼〉の蓼草

木誌壽Crvyδt－8醗慮（欝欝年とi§騒年薄行ぎ）オ

ランダ語版／とヨンストン拓雛菊難沁鼠娼館年一

懇76年／のゼ動舞舞譜選（絡縫年薄行のオランダ

語板戸である。鋳者はオランダ海館長ワーヘナ

ノシ2盆。難3薮我s黙懐蓼磁獄erによりi§5警（万治2）年

3月に，後考はオランダ蕎館長インダイク蚤論衡

愈歌島δ1舞によ静墨版後わずか3年の懇翁（寛

文3／年に4代将軍徳辮家綱に藏上されたが，「人

魚塑像との関係で特に注蔭したいのは後考であ

るゆ

　ポーラン糞こ生家れ，その後オランダσ）ライデ

ン大学籔学教授の地彙を得たヨンストンは，蔦篇

以上σ）著講を残したが，その一つオランダ語蔽ぎ動

署警藝慧譜葦　（翼ae鰻藪e簸ギ難ζe　　Besc垂でyv麦登墓　　￥装雛　　雌ε

｝賑t騒蟹δαVleダv（紐1藪e　Dlε欝欝．V圭ss磁㈱

幾（趨1（麗sεWater一亙〉茎εre錐、v〔壕纏e盤．Kゼa藏el一

飯e難簸，Sl撒暮磁ε橿》懸熱ε鯨は，第一部「饗建

動物自然誌」，第二認「魚類と無蓋水棲動物自然

誌f，第三部「鳥類窪然誌」，第雛藻ヂ育雛動物，蝿

類，籠類自然誌」の尋部から構成され，全ページ

数は8縫ページを超え，蔦2枚の捧籔はすべてi

ぺ一ジ大の銅版の麟版からなる豪華本である。な

お「人魚」は．第二離第露本ヂ異濁の魚類」の第

三章「変形した魚も含めた数種の魚類」の申に，「ゴ



懸 王
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アの魚」等とともに分類されている。2》

　ヨンストンは亨人魚を「人聞の形をしたアント

冒ポモルプスA紬r（｝轡猟｝r癖欝，贈名銚モラン

ト聡雛灘撒蹴」と命名し，ドイツのイエズス会士キ

ルケルス簸耗疑r総σ）簿筆勢学業を参考1こ「アント

寮ポモルプス」（人魚／を紹介する。

　　こび）魚は，数年醜藁インド洋上1のフイサイサ

　　諸、臨遠遊にあるピクテン藷轟と呼ばれている

　　イスパニア人の領土で捕まえられた。それは，

　　ほほ1人群舞）形をした魚である。その魚を彼ら

　　はそれ故夢ペッいムーヘル」，すなわち嬬魚

　　と呼ぶ。そして住民からは「デュイオン」と

　　名付けられている。

この「入闘の形をした魚一1と呼ばれたアント環ボ

モルプスの翼体的な容姿についてヨンストンは以

下ぎ）よう1こ記しているむ

　　その魚は，荒い頭を祷ち，善がなく身体にぴっ

　　た彗くっついている。翼た、識ま，小さな葺と

　　縫葬ばれるが，軟膏からできていて，鱒でお

　　おわれている。そしてその両部は，激しく水

　　を敬承できるように形づくられ，人聞の葺と

　　麟じ影をしている。難はケ魚の働きではなく，

　　人聞と講じ働きをして募ることがわかる。轟

　　は，二つの頬の闘をのびてはいない．議は，魚

　　」）場合のように，のこぎ参状ではなく，荒み

　　をおび完全に裳窪い。験1は叢い濃霧でおお童）れ，

　　男｛生の舞鶴の場合よりもいく、翼ん薄く突き技1

　　ている．しかし鰻婚の女難におけるように，垂

　　れ下がらずに，まだ乙女におけるように張一）

　　ていて，融いお乳である。離縁叢：くなくラ泳

　　ぐσ）紅嚢稀なように輪が法難昌　しかし験fがな

　　く，手がなく，犠縫簸もない。31

さら1ここのアント欝ポモノンプスの籔学轟勺な効能に

ついてもヨンストン慧記し、ている。

　　この魚の骨は，姦を翫度）るために．懸をかた

　　めるために大変力がある。にの魚の骨によっ

　　て1ちょうど動賑がしまったようにラ流れて

　　いる露｝の勢いがやわらげら凝ることを人々は

　　矯つた“

博勤学霧という本の性格にもよるのか，ヨンスト

弄毒下
書

｛暮ウ
回

ンの伝える人魚（アントロポモルプス）の容姿1ま，

手の詣がないなど若干の種違は認められるもの

の，ほぼ現実の人聞の女性に近く，井原灘鶴等江

戸時代の文学蓄が捲く入無縁に疑られるような鷺

マンチックな簿象とはほど遠く，極めて婆アルに

掻写されている。特に注無したい」）は，人魚の畳

が正甑の効能を有することであるが，醗に繕介し

た井原蓉鶴等江戸鋳代の文学作品に登場する人魚

においては人魚のこのような効能については全く

言及されていない」）である。

　ところでこθ）ヨンストンの罫動物馨譜糞は，オ

ランダ商館長から徳綴家i講1こ藏上された欝萄年

当時オランダ語を多少とも理解できる考が長麟滞

在の報薦通詞（通訳官兼商務官／のみで徳籍幕府

講嘉こはほ1蜜皆無であったこともあ管，長い闘幕府

の文庫に納められることになる。この参勤鞠懸譜至

に光をあてたのは，薬霧など実季娼的ではあった

が，遜洋」）知識を積極的に輸入しようとした八代

将軍徳霧吉宗で，i7誓（享保2！隼のことである。

吉宗から青本箆鶏とともに蓼蠱物蟹講茎の解読を

命じられた幕癖の匿富野慕元文（玉総3年董7撰集／

は，参窮したオランダ人藤富幾との質疑等を手が

か1りに，至7凝集癖響薦陀禽獣虫魚麺1秘解選を完成

する。　しかし本書は，医官として『籔1物鐵護選の

奮霧さを認めることが崖来なか一）た野講元丈が，

3ンストン6）錘尋物1懇譜遜からわずか鑓蕪の勃勃

名を取彗上げ簡単な解説を試みたにすぎないもの

である。縫えば「人魚」。

　　人魚　アントラホウモルスステタル　羅語誌｝

ヨンストンのぎ動彰撃図譜、1紅記載され．た「人魚まが

詳縫に紹介されるの慧ッ本霧が幕癖に献上されて

からi2毒手年以”と経過した大槻玄澤拶）il六籍新誌遣

（誓漏奪）によってであるが．ギ六物新誌。1につい

ては後に鍵れる。

2．員原蚕蔚の罫大穣本草茎

　雄轡絶縁降，特に八代将軍徳鐵吉家の誕生以

降，実瀦的な薬霧難究を鹸的とした本草学が幕欝，

諸藩で盛ん1こなったが，その端緒となったと思わ

れるのは，林信勝が鯵解（慶長鯵年長綺で入手



した李蒔珍私撰の『本草纒鐵（悠§§年／52巻で

ある。馨本グ）みならず欧米にも大きな影響を与え

た本書は，全体が蕪部から構成され．部はさらに

§｛1類に纏分されていてッ全部で董，勢3種の薬梅を

暇載している、縫えば「人魚まは．イルカやオオ

サンショウウオなどとともに「鱗部3ぴ）「無鱗魚」

類（2き種／の中に分類されている。翁

　罫本草総鬚垂の影響が振擁される本革学薯として

は小野蘭出の蓄本草講馨啓蒙選（i騰3年）など少な

くないが，「人魚葺との闘係で最窮に取零一とげたい

のは，異療益薪／驚鐙年護7慧年／の蓼大穣本草薫

（葺縛年／である。水毒は，本纒露巻，醗録2巻，

図譜3巻から構絞さ麟，全部で里，蕊2種の動魎・纏

霧・鉱魏が叡載されている。「人魚」及び人魚に類

する動籍が記載されているのは，「巻之十三・魚」

と「購録・巻之二」で，具体的な名紘を証すと，「巻

之十三・魚」では，「海魚三十九種の中に「鯨魚」

と「観魚」が，ヂ海魚八手三種まの中に「人魚ゴと

「鳶建魚」が，また「繕録・巻之二」では，「魚類」

σ）申に「海女」と「海人」が叡載さ就ている。関

係する部分を引羅する。

　　巻之十三・魚之上（河魚／

　　鯖魚

　　名人魚，比類二種あ鯵。江瀧の中に生じ，形

　　鮎の如く壁腹下につばざさσ）嫁くにして足に

　　似たるものあむ。是簸魚な拳。人魚とも云。其

　　声嬉小児。又一種鰻魚あり。下に記す。古本

　　草織目の説な辱。父海中に人魚あ彗。海魚の

　　顛£記す評
　さんせううお

　　観魚

　　渓灘の中に生ず。露是あ修。水中のみにあら

　　ず．陸地にてよく歩鐵く。彫も声も締魚と講。

　　償幾一ヒ樹。睡轍樹疲を食ふ。国俗これを1、舞檬

　　魚と云。簿是あ駄犬さ二三飛あ！短文小な

　　るは五六寸あ1九其色こち1こ綴た腹其牲よ

　　く騰瞳を治すと云。日本麗々睡中の谷繕にあ

　　拳。窟都魚難の小池にも時々生魚あ強。小な

　　るを生にて呑めば，麗瞭を治す。7｝

　　魚之下（海魚／

　　人魚

一『

l魚玉縁② 磁

　　本草講馨鰺魚集解。引徐絃穫神録云。謝仲玉

　　蕎。晃嫁入出没水中．腰以下皆無。乃人魚毯。

　　又復異記云。査遵奉綬高麗。晃海沙中一難人

　　羅綾有紅髭。闘之。鷺L人魚趨。簸観も亦人

　　魚と云。乃名局物異。畦本紀二十二巻推古帝

　　二十七年．摂津蟹有漁父。沈警於纏江。膏犠

　　入筈。真影麺莞。非負舞人。不知漸名。今案。

　　沈魚本邦に麗々穣奪之。亦人魚の類なるべ

　　し。湧

　　膏星点

　　魚の名に非ず．海中に醒是ある魚あ管。其長

　　数寸，又海中にッ背に足ありてッ好んで物載

　　と参付点あ鐸。是非長数寸。いずれも小魚な

　　彗。報名漢名未詳。亦弾塗にも義足二あ弓て，

　　好んでをどる。むかでくじらに足あ吟。簸魚

　　二種皆鱗あ撃。婦人1こ似たる人魚も亦鳶足。膚

　　にしるせ撃。讐

　　雑録巻之二・魚類

　　海女

　　海中にまれにあ鞍。半身以上慧女人にて，半

　　身以下は無勢なむ。異骨下難を重る妙薬な琴。

　　盤1こ人魚と芸者是難。蜜譲に，其名へいしむ

　　れると云。

　　海人

　　在海中。異形全く人な鱗。頭髪髪履悉く興れ

　　参。祭手足の振水鶏の奨く，糧連って水かき

　　あ！）。不能言語。飲食を与れども不食。又一

　　穂懸身爽痩あ撃て腰闘に下馨，垂袴たるが擁

　　し。其蘇は皆人也。陸地に上1ラ，数霞不死。薦

興原益軒は，「鱗魚j及び「人魚」の謡述の中で李

詩珍穆、獲のぎ本草纒醤，1について誉及してお鯵そ

の影響は絹窃である。また益薪によれば，綜本紀、1

の第22巻に，推古大釜27隼，獲津騒の漁麟が縫

をしかけたところ入縫でも熟でもない「人魚」と

推灘さ才しる慰5）ある魚が綴喜こかかったこと力楼葛さ

れているとのことである。このことは，藤沢衛彦

作成の第三番醤の人魚出石の記録n｝にも合致し

ている。ところで…1大和本草。1の「人魚」の配達

で特に滋l／したいのは，本警が薬霧に露無のある

事物を籔つた本草書であることから，「人魚奨の緩



1鴛　　入縫発達文紀字類論菜

学的効能に麗する記遮である。該当する配達が二

件晃い鐵される。一一｛隼は．人魚の骨が「へいしむ

れる」と呼ばれ下懸を重める働きがあること，も

う一一件は，鰻魚（さんしょううお｝を生で呑めば

騙薩を治せることである。前者については．ヨン

ストンのぎ動物懸譜遷にも記載されていることで

あるが，懇鎗年にオランダ轟館長から幕購に献上

されたifi難物麟譜垂がi7茎7隼まで幕府の文庫毒こ納

められていたこと亨暴療益軒が福岡藩の家蟹でも

あることから畏麟で蓼嚢物回護叢を手に入れるこ

とは薄舞董と思われる方書，波力婁蘭学に必ずしも精通

していなかったことなどから恐らくは李詩珍私撰

のぎ本箪綱雛の影響と推灘される。後考につい

ては，漢詩代の歴史・地驚書である継海経1に

もさんしょううおのことを人魚と艀び，人魚が至

る醗に生存していることが記されている。しかし

舞舞海経麟こは，詳綴縁隻講稿で縷証するが，薙霧琴壷を

治す効籠については記されていない。壷姦の効籠

講様，罫本草綱獣の影響と推灘される。

3．寺島良安の『秘漢三才緩会墨

　翼謙益軒のぎ大籟本草妻等江戸爵代の本草学の

繕究に多大の影響を与えた李詩珍私撰のξ本革綱

目壽が醸本証雛来した同じ庫（！§1｝7年／に，萌で

は王堺私撰の頁秘事輿ぎ三才籔会薫が刊行される。

後にこの事典の影響のもとに大阪高津の緩懸寺島

良安（生没年未詳／が31）年以．とσ）歳月をかけて完

成させたのがぎ秘漢三才図会遜（算盤年／である。

本書は，題名からも穫らかなように，図入鯵の嚢

秘事輿で，本文玉総巻，善巻藁巻，蕪録墨巻から

成彗，全体で8i雛，「報漢」，すなわち舞本と中麟

の万梅が，「三才1，すなわち天地入の三藻に大分

類されている。「ノ、魚重は，「巻第騒十九・魚類（江

海鳶鱗薦の申に，鯛や鰯等磐種の魚とともに分

類されている。

　　人魚（にんぎょ，ジンイユイ／，簸魚

　　癩名手少婁（鱗介蔀，竜熱顛擁こ，『兼名苑叢を

　　引いてア人魚1一名は簸魚1とは魚身人面の

　　ものである，　とある。

　　罫春草羅匿鐸（鱗藻，無鱗魚類，鱗魚）に1認稽

2叙嬉年6鰐

　神録オを引雛て次のようにいう。謝仲玉とい

　　う人があった。婦人が水中に鐵没するのを発

　　たが，腰から下はすつか蓼魚であった。また

　　査（奉〉遵という太め童あった。護護麗薮こ｛吏者と

　　して行き，海沙中に…人の婚人をみたが，雛

　　の後に紅魏髭があった。この二物慧と叡こ人

　　魚である，と。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロらみ
　　推古帝の二十七年（六一九〉，摂津の撚江で筈

　　に入ったもび）があった。その影は小見のよう

　　で魚ではなく，人ではなく，なんというもの

　　なのか分からなかった愛々（籔家続欝　とあ

　　る。いまでも薦灘の大洋の中に，ままこのよ

　　うなものがいる。頚や顔は婦女に似ていて以

　　『評は魚の身体をしてお撃，あらい鱗は浅黒色
　　　　　　　　　　　　ホヘ　　　　　　　　　　　　　　　ひビ
　　で鰹に似てお彗，尾翼は簸がある。爾の鰭に

　　は獲がついていて手のようである．馨はない。

　　暴風雨のくる蓉に姿をみせる。漁父は綱紀

　　入っても気味が悪いので捕らえない。購爾髭
　　　　　　　　　ヘ　　イ　　シ　ム　　レ
　　では人魚の骨1倍以之牟礼という3を解毒薬
　　　　　　　　　　　　　きき　の
　　としているが，すばらしい熱欝がある。また

　　その骨で腰に付診る器梅を作っているが，色

　　は象牙に似ていて象牙ほどに濃くはない。鵜

以一鉦の弓1罵のうち，ぎ本草綱霧選及び罫讐本書凝蓑

に関わる離分についてはすでに員漂益馨のぎ大穂

本草叢の分板の燦に言及してお導，またぎ1穣名抄、1

については後に欝稿で触れる予定なので省賭す

る。蓼和漢三才露会垂の人魚についての記述で淫目

したいの1ま二点ある。第一点慧．嚢海に姿をあら

わす頭や顔が婦人に似た人魚とおぼしき魚の容姿

と鐵珪肇寺響1についての詳纏な記述で，特に暴風雨

が来る蒙に姿を現わし，漁父は網に入っても気妹

が悪いので襯らえないことである。ほぼ扇様の記

述がイエイツWll董捻難翫t董¢ギYeats（i漏5隼一

鐙3§隼／のぎアイルランド農罠の娠糖勃譲と民詣一l

Falr￥a蟹1欝農鍬　Tales鍵t簸e董r三s難Pe段s盗賊ry

（緯総年）にも認められるが，イエイツよ弩寺島

喪安の活躍した時麟が一瞥1紀以上早いことから，

寺島良安は韓を参照したのであろうか。第二点は，

人魚の畳1ヘイシムレ1の緩学的勤能についての

記遜で，寺轟良安は「解毒薬」と記しているが，こ



た頭箆秘夫1菰舞i時代紛i人魚謡豫（2） §3

のr解毒薬」についてはヨンストンの働鞠図諜

にも，李鋳珍私撰ζ本革総藝選の影響が墾らかな

畏猿益軽の匿大秘本草叢にも認められないことで

ある。人魚の骨σ）名麟も翼原益蘇は「へ疑しむれ

る量と響び寺島良安とは若干異な警，効能につい

ても下露を止めると記している。王垢私撰ざ三才

醗会選の影響なσ）か，定かでない。

蓬．新書白石の蓼外獲之事講書垂

　漢学者新芽白石（懇57年一罫器年）は，i簿8年

奄教のた誇繧久島に潜入して捕らえられ江戸に護

送されたイタ婆ア人宣教顛シドッチGlva難l

B3瓢sねS量撫癒を尋問し，その時の質疑応答の託

録を｝7i5（正徳5）無獲に難藝洋紀闘叢（三巻〉の

題名で鷺行ずる。この尋霧を契機に西洋の挙隅に

瞬心を麹いた白石は，嬉器年以来毎年江戸に参府

するオランダ大纛館長から，茜洋諺霧1の歴史．地

瑠，織搭，キ夢スト数等について聴取する。その

聴取の記録σ）一つが，新芽家に伝わる自筆本堅磐

蟹之事講書、1と題せられた巻物一巻である。本書

は，鑑徳三（i7玉3）年2擁27醤の聴華婁から始まっ

て全部で欝の聴書から購成されていて，「人魚茎こ

鰻｛系する素！述があるの縁，第2番羨の聴書，すな

わち瞬奪3月5霧の聴書の5番目の籔条書きであ

る。

　　（｛）国馨中にある人魚の事

　　メールマン男のすかたをいふ

　　メールメン女のすかたをいふ　海中にあ雛て

　　往々に見るといひ伝、挙れともまこと善こ　見た

　　るといふものハなしカヒタンといふ百余年

　　前ヲランダ七州のうちのハールレムといふ臨

　　　の海にて人魚をと辞しといふ事を書£もし

　　るし　をきし事ハあ！）そののち覚しものとて

　　もなし　其魚にの馨し人」）事これも人魚の類

　　な酵　琴を瞬キ笛を吹く体隷人魚は海．しにて

　　　妙音を奏するものな蓼といふ事をかた町〉し

　　　もの慰鈍長魚ハ鯨毯といふ美不審するハ

　　我醗の鯨は黒しこれは縁二いろとウし慰　醸

　　侮カヒタンいふ海中にて見る時曇承に　硬し

　　て緑に菟毒）るが数量鯨紅もさまざまあ箏　ワ

ルヘシブレンス　ノルカープルなとの類あ

り我薩騒へ来る時五鵯の海1こても覧た撃き

小鯨た琴フレンヘスの類と髭へたりしかれと

も　猶その形は大きなるものた琴　角ある入

これも人魚の類毯惣して人魚　なとを絵かく

事その海の広く深くして　よのつね人も至麟

かたき所なる事をかたと彗て　それらの所に

は種々の本経あるよしを　かた鬱しもの趨糞1

実にそび）勃あるには　あらすといふ撒

この聴講によれば，男の人魚はメールマン，女の

人魚はメールメンと瞠ばれていること，誓余年繭

にオランダのハーノレレムの海で人魚が補らえられ

たことが記録されていること，人魚が琴を難き籏

を吹くなど妙音を奏すること，また醤承に来る途

中シドッチは長鋳祭の五鵯列島の海で人魚を見た

とのことである。人魚紅難雄の甥があることは，ヨ

ンストンの睡纏縫讐譜選にも掲載されている。ま

た人魚のすぐれた音楽の才籠については，美声に

よって海人を誘惑し死に至らしめたギ婆シャ神話

に登場するセイレンs盤銀玉やドイツに｛云わる

「び一レライ」伝…覚の影響であろうか。

　さら淀新＃霞石ぴ）義洋懸連σ）1資料を講査する

と，多護洋紀鷺薫糖熱資料の一つ「今村源右徳野暮

言轟にもヂ人魚3に関する配達がある。大遜溺今

韓源右衡轡は，宝永五（算総／年屋久島で蕪らえ

られたシドッチの護送1こ，翌年§薄靄弩の長麟鐵

立から隔年員渥美馨が）江戸到養までの納…カ月

鷲簾篠喜七鄭及び品鱗丘次鄭とともに付き添い，

藪洋に鷺する事麺についてシドッチよ彗聴取す

る。人魚に灘課する部分を引網する。

　　蒼海，荒海にて，鯨檬成大魚，又は海犬人魚

　　セ賞へなど畦運繰て，ヲツトセイのやうなる獣

　　の葺づの物も撃奉痙餐桑。三碧

人魚がオットセイに似ていることを示験したこの

記違はラ楽鋳の人々にとってオットセイが「人魚1

の実像の一つではなかったかと推灘されるのであ

る薯

毒．後藤梨春のぎ紅毛談墨

　江戸時代中類の本草家で篤学の先駆者とみなさ
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れている後藤葉巻（欝弱年遷7難隼〉は，江戸参

府6）オランダ人講館長への質問を通して入手した

オランダの織上・愚俗・地連・薬草・麟植物・エ

レキテル等の情報をまとめて『紅毛談叢（算§5年／

を干彗行ずる．特に薬物（動笏・纏梅・鉱犠／につ

いての記述が多く，「人魚」紅関する項霧も存在す

るので関係する部分を引離する。

　　へいしむれる　人魚の骨な鵜長続へ来る，蛇

　　もの偽多し。真を試るに女人の髪をもつて巻

　　き，火中へ授じてやく，髪焼けざるを真とす。

　　疱瘡の麓急の症に是を霧ゆ。恥

人魚の骨「へいしむ託る1が，癒瘡．すなわち天

然癒の治療にも絹いられるというのは舞舞であ

る。生麸麟や解毒麟として人魚の骨が有効である

ことについてはすでに紹介した力量，当暴寺フfく治｛7）病

で多く6）人命をうばった天然痘にも有効であると

なれば，おそらくは高懸で求める人も少なくない

ため偽霧が多くても当然であったと思われる。な

お搬毛談選は，藪洋σ）文字，アルファベットを

紹介したため幕鰐よ瞬発葉越分を命じられてい

るe

暮．大槻玄澤の蓼六物新誌婁

　江戸蒔代後窮を代表する薦方医で蘭学者の大槻

玄澤（算瀦隼護827隼／は．箋州一聞落難大槻玄

梁の嫡男として生まれ，江戸で杉蟹玄嚢や麟野良

沢よ讐蘭学を学んだ後，長麟遊学を経て纏台藩の

江戸詰藩医となるが，そのかたわら玄澤は芝蘭堂

を縫塾して蘭学教育にあた鯵，江戸篤学罪の中心

的地位を占めるび）である。媛は非常に多くの著訳

書を残したが，潤えば本論で取1ラ．とげる穿六轡新

誌曇（i？86年1などその数は葎行至5藻鶉拳，草稿

正餐部繋8巻，合わせて243巻と伝えられている。

　ぎ六梅新誌遜は，絵入撃の漢文で蜜かれた二誉

本で，一ヒ巻では…・角（ウニコウノの，演夫藍（サフ

ラン／，肉豆蓬（ニクズク），下巻では本乃律（み

いら1，薩薄墨讐（エブ蓼コ／，人魚（ニンギョ／の

六物が取影）上げられ，これら6）六物につ疑て玄澤

は手量ンストンの事動物緩譜遺やドドネウスの『草

木誌1等の説を弓霧し，さらに讐本や中国の学説

2鎗彗年暮稽

も癒え解説している。

　　人魚
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　で　　シ　　ム　しハ　ゆ
　　茂質薮舶来之物，奮本邦俗呼霧敏僻止武薩発

　　考，旛伝言，是乃人魚之骨毯，鱗興原翁録之

　　於大穂本草，松購翁挙之於濡薬須知，誘真名

　　称産地，二書撰未詳説，然余霧疑是癒洋之語，

　　饗執穣蘭…二之書考之，未見鑓載書髭，後及
　　　壁ンλト．ンス　　　　　　　　　　　イ汎■｛ニア
　　臨勇蟻栗私之護．露以知真名則葎蟻撞撫璽国
　　　　　　　　イ　ス　ペ　ニ　　ア　　　　　　　　　ベ　　セ　ム　エハ　ゆ

　　之語壷，蓋人魚攣顛甕灘亜羅呼欝百殺鼠晦爾，

　　頁設煮魚毯，武臨両者嬬毯，乃嬬魚之謂，薦

　　邸人魚之義竈，漢鍵観之，歓僻止考財護設之

　　講転，武禮発音蜷試織鶴之説転音再以知也，昆
　　　　　　　　アン　ブ　ノシ　シ　ス　バ　ア　ち　　　ハもン　チイン

　　撫之更籔之於安蒲児童私鐵亜列，薦違約馨等

　　書及漢人之海蘿．我邦一二之書籍，文筆聴父

　　老之実灘，露益欝滔滔江海之申，鑓禽鈍物，薦

　　乃所伝蕎不可鉄為妄慰，量銚梅奇品，癖己見

　　採於薬露，購我魏挙不可不以i論及迄，故今摸

　　其纒訳真書嚢為之織，其記籍実諌，縫付之於

　　其後，函為之藝学者以戯為之窮檬，嚢能弁難

　　弁之梅，灘或為済量之一跳者，亦末羅講堂無，

　　刑余之所以不織煩露為之豊。縮

茂質とは大観玄澤6）ことで，大槻玄澤によれば．

「ヘイシムレール」が人魚の骨であることは，舞漂

益蘇の多大報本華墨や松岡玄達（欝§8年一質弱年／

の驚薬須知1に記述されているが，「ヘイシムレー

ル」の名秣の密来についてはヨンストンの「禽獣

虫魚譜ゴ鞭動物麟譜勧に記されていて，「ペセム

エール盛（嬬魚，すなわち人魚／から転識したもの

とのことである。さらに玄澤は，「アンブルシスパ

アレ」（アンブ嘗ア・パのの「窪事案纂」（ぎ外科

全壽麟ラ「ハレンテイン1（ファレンテンラ懇縄年『■

圭728年／の「東海諸島産勃詩感嬉新羅インド愛垂ッ

算24年産7器年），及び中馨の「海暴韓（ぎ薦神録選，

蓼沿開記棄，蓼復異麗舞等馨本．申匿．西洋の文献

をあげ，人魚ぎ）容姿や薬効について検証している。

　人魚の容姿については，馨本や中震の文献では

．ヒ半身が人聞の女性の姿をし下半身が魚というこ

とがわかるだけであるが．一方西洋の支離，｛残え

ばヨンストンやアンブルシスパアレの書では，牡

と牝6）人魚の穰が掲載されるなど容姿が極めて夢
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アルに記されている。溝馬澄二漢がハレンテインの

「東海諸島産梅忠凄から模写した人魚の纏も上半身

が人聞の女性に近い姿をし，下半身は1ナユウグウ

ノツカイのような継長い紐帯類の魚の形をしてい

る。

　人魚σ）薬効などの幾籠についてみると，3ンス

トンは，襲に紹介した人魚の骨6）黄垂蕪）効能の飽

に，人魚薪）肉を皮溝の黒色斑点の．ヒに難ると黒色

斑点が消藏することを配している。またゼ史記麟こ

は，「以人魚膏為燭」とあ彗，人魚の膏が燈濾とし

て罵魏られることから，麹亭馬琴のぎ南総量見八

犬伝叢への影響がうかがわれる。さらに玄澤は，八

蕉f比丘尼伝説にも言及し，若狭国の漁麟が捕まえ

た人魚σ）爽を嬢が食べ八百歳まで長生きしたこと

を記している。

　なお大槻玄澤は，蓼蘭説弁惑礬水夜話蟹罫弱年）

でもドへいしむれうる」について記遠している。

　　人魚を「へいしむれいる」といふは．「ぴつし，

　　むゑいる」のあやま警な鯵。購

郵六轡新講は，「人魚葺を撮った文献としては，榮

藝の驚料を駆蒙iした約灘ページにもおよぶ詳綴

な議明から舞擬しても，江戸時代のみならず時代

を越えて欝本で最も内容」）充実した文献の一つと

いっても遺言ではないであろう。

丁．小野薦撫のζ本草綱欝啓蒙圭

　江戸時代後難の奉草家小野薩由（葺2§年一茎8緯

年）は，松岡玄達に麟事して本草を学んだ後私塾

を鷺設し本草を講じたが，霞歳の時若年寄堀鐵正

敦1こ紹かれ江戸の緩学館で本草を講じた．蘭禽の

講義を整窪し干彗行したものが，江戸蓉寺銭最大の博

物誌といわれる畢本草綱馨啓蒙遺（盤｛鴻隼／である。

本書は，題名からも畷らかなように，李時珍私擬

ζ本草纒羅圭の影響が濃く，麓山はボ本草雛獣議

鞭の銚物，嫉物，鉱鞍魏こ露塵のものを換え解説し

ている．「人魚1は，「巻之圏十鱗部」の「鱗之騒，

無鱗魚二十八種1の一種「鯖魚」6）名魯で紹介さ

れている。

　　、鱗魚

　　人魚瞬名数品ア婆。次条ノ魏魚モ人魚トナズ

人魚、1縁　② §5

小野繭梅は，鯖魚及び観魚を人魚と名づけ，

録」など中蟹や雛本の薄儀学閣係の文献をもとに

解説している．鯛えば淡水1こすむ人魚は鮎範似て

いるが，海にすむ人魚には雌雄の欝があって腰以

下が無勢で頸は入閣．身体の大きさは五六飛（「籔

異記」）または六七尺（「広東新語惨，「蛮人」が持っ

て来る人魚の骨「ヘイシムレノ軽は，下襲を産め

る効能があ琴貴重であるが．為物が多い，と述べ

ている。

ク．コノ条ノ人魚ハ淡水二生ジ，似鮎鞍下翅

似走者ライフ。秘産イマダ詳ナラズ。穫神録

以下ノ文ハ海人魚ナ婆。腰以下ハ魚身ニシテ

人頭ナルモノ，雌雄ア婆。三才襲会ニイズ。大

秘本葦灘録二，海女ハ海中マレニア婆。半身

以上ハ女人，以下ハ魚身ナ肇ト云。マタ全ク

人形ナルモノモア婆。羅，復異記ノ文是ナ肇。

華夷考二，海人魚，東海有之．大老幾五六尺，

状麺人，羅慧譲鼻，手足厭頭．皆為美麗女子，

無不具建，皮爽霞如玉，魚鱗有纈毛，五色軽

軟，長一一二寸，髪類馬尾，長五六飛，陰影与

丈夫女子無異，臨海鰹寡，多取得養之於澹沼，

交合之際与太無異，亦不傷人ト云．大秘本単

離録二，海人ハ窪海中影全ク人慰，頭髪髪馨，

悉具足亨手足ノ指水鳥ノゴトク権連テ承カキ

アリ，不能言語，飲食ヲ与レドモ不食，一一種

鰻身内皮アサテ腰闘二下弓垂袴ノゴトシ，余

ハ皆人毯，地二上》数馨不死ト云。…人魚骨，

蛮人ヘイシムレル，蛮人将来スルモノ獲物多
　　　　　　　　　　　アカエ　で　　　　トピニ　イ
シ。薬舗工賃スルモノハ黄細魚歯及離子魚歯

ノ形状ニシテ，斜紋ナルモノア夢。イマダ糞

ナルモノヲ冤ズ。坤輿外紀二．有海馬，莫牙

堅白璧浄，文理綴麹糸鬢，罵為念珠等麹．復

蒼海女，上体嬉女人，下体為魚形，其骨為念

珠．騒之驚止下露，二者皆魚骨中上贔．各馨

貴重之ト云免職

　に三才醗会庭，罫復異記垂，ζ大巌本草書の「羅

8．講馬江漢の栖洋画談圭

　江戸鋳代後鱗の絵轟で蘭学者の溝馬江漢（葺罫

隼一欝欝隼）は，鈴木春信に弟子入鋒し洋盤絵を学
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ぶが，その後ノ1、蜜野壷武から洋風錘の手ほどきを

受け，その縁でぎ解体新書灌の訳者の一人薄野嚢

沢に入興し，オランダ語を学び，本論で取彗上げ

る醤洋露ぎ）本質を論じた羅藝洋醒談丞（罫聾隼1等

兄弟子大槻玄澤らの靉靆夢）下，多くの藝洋に関わ

る著書を残した。

　人魚が論じられているのは，絶愛洋露談茎と蓼報

蕩天騒（欝薦隼）で，関係する部分を弓観する。

　　響ば入魚骨奇薬にしてヲ蘭霧中に伝記あ管。麟
　　ヂ　ア　　　　　　　　アニぎイ　む

　　度亜の海島安員郵と云島に捕らへ獲者にし

　　て，箕島の人其生る形状を模写し，英梅慧薬

　　汁の内に貯へた貌安舞那は波灘娃瓦薦領し

　　て，後弾蘭蛇愛を領す。特1こ人魚の霰と贈へ

　　たる物とを観，色沢と形状とは，霧丹を以て

　　彩鯵分ちて，文章に遊ぶ。夫れ欝へる物は，年

　　月を経ぬれば其其を失ひたれば，欝馨に非ざ

　　れば其物を知る事籠はずく人魚の議は，大槻

　　氏著す六物新誌に詳毯〉。是錘1は真1こあらざれ

　　ば零を為ざる胞。

　　（ζ茜洋画談選〉甥

　　ハデレもンテイン

　　花蓮的馨卜愛蘭霧二醗説ア先鋒度諸霞二

　　「ウ裾レデン・ボーム」ト云掛アンナ，「ウラル」

　　ハ穣ヲ云，鐸チ撰轡ト訳ス。撰上3り綴条ヲ

　　垂テ，地二至テ根ヲ生ジ，躰ノ嬉シ，年ヲ経

　　テハ数十墨深躰ヲナス，葉茂！タテ雨ヲ漏サズ，

　　土人ハ居麹トナス。亦擬1土の講海二人魚ア亨．

　　「メーノレシン」ト云う貌婦人ノ麹シッ腰ヲ過テ

　　ハ魚ノ嬢シ，鰭繧ノメグ1タ三盛1タ。又ヂカイ

　　マン涯卜云モノア肇，簾チ鰐ヲ云。鋤老大ヒ

　　ナル考ハ叢サ三甦丈．好ンデ人ヲ暖フ，陸二

　　走サ海中二住ム，人ノ声ヲナス，人是ヲ経メ

　　バ難チ喰フ，ヨク嬬人ヲ護シ，必ズ選ズ，推

　　ノ、魚ヲ垂蔓ノレ。

オランダ人宣教麟「ハルレンテイン」Fギ無£ols

V雍壱蹴塗の著叢ぎ新雛インド愛「10t羅醗譲綴W

O（蹴遭鑓1鑓や大槻玄澤のぎ六物新誌棄を参照した

講篶江漢1ま，人魚の脅が奇薬であること，人魚が

棄インド（インドネシア東部／の島アン薫イナで

捕らえられたこと，インドの南海／こ「メールシン」

2蟹鶏無毒鷲

（人魚／がいて，顔1ま蜂人で腰から下は魚で鰭があ

ること．「カイマン窪（ワニ／は人の声を饑し．好

んで人を喰うが人魚を恐れ．ていることなどについ

て記述している。なお羅馬江漢はラζ六秘新誌舞こ

ハレンテインの「乗海諸島産物志」から模写した

人魚図を掲載している。

至蓑．おわ毒タに

　本論においては，江戸時代1こおける「人魚」縁

を解塾するため主に外蟹，オランダや中国から舶

来した博麹学書，望一ン・ヨンストンの働物灘

譜，1や李鋳珍私撰ぎ）蓼本草纒霧韮が与えた影響に

漣暮し，大槻玄澤の罫六笏新講等に記透された

人魚繰を検認して，一定の結i論を得た．纏えば．人

魚σ）容姿については，ζ六霧新誌露のように雌雄の

人魚の図を掲載したものもあるが，上半身が女性

で下半身が魚と記した文献も少なくなく，本誌で

撮った文献でみるかぎ彗では，アンデルセンのヂ人

魚媛」のように，人魚隷女性の魚というイメージ

が強いようである。人魚の効能について慧，人魚

の脅が止漉1凝や解毒選として貴重であること，人

魚の膏は燈油として震いられること，人魚の肉慧

皮麟の黒色選点の一とに賠ると黒色瑳点が消滅し，

食すれば8｛欝年長生きすることなどである。

　次稿においては，本論をふまえて漢時代の歴

史・地理書1青海経遜の影響を中心に江戸時代以

藏の文餓に登場する「人魚」像につ恥て験証する

予定である。この試みが明治以降の羅奉の文献に

登場する人魚像の解窮紅もつながればと顧ってい

る。

　　　　　　　　　　　（鱒漏年淫層瞬疑受饗／

　　　　　　　　　　注
葺　療本はラテン譲廷§4§年から第53年にテ薩分舞｝でフ

　ランクフルトで撫叛）で，産ランダ語蔽鉱フラウシス

　擁．Gr無辜s無sによって藤譲され馨総年アムステルダ

　ムで磨販された。

21　磯鋳康彦「輩一ン・ヨンストン著1動物蒙i譜垂が投げ

　力魂ナた波紋（二二1ヨ3一ン・望ンストン著1

　　とは，どの柔うな譲霧か．」醤蕪轟大学教欝学部論築．

　人文科学蔀門弟懇幾難編年§鋤夢．彗一§．



乞誓醸髪代」）「入無、1縁（2） 昏7

3）」（癒難恥盤t（）雛1幾s嶺ry、・醸マ識畿翫駿t撮r6麓

　　写鎗rv（）et重経e玉）1εr磁，Vlsse登膿搬（）乏感劔）蹴W識ぎ『

　　夏）1εごe鷺，恥鮮麗．き｛縢癒縫｛》1e翌e鍛．Si餓慕磁e鑓

　　至）撒蕪e鍛，A獄s鍵雌3鶯，費．茎総．

≦）磯麟康彦油一ン噌ンストン著籔醜緩諜罐織
　　と翻訳1曙洋学擁八娠毒馨，欝§§年｝舞§盈

5／　飛村庶鄭堅文闘」）なかの簿勤学　薦敷と輩体（鈴銀緯

　　鐸羅羅叢誌，21購年）騨．2欝．

§／　益馨会繍纂ぎ益軒全隻拳之内達1益軒全集遜熱瞬治

　　鍵年）葬）．324．

7｝　瞬華掲霧。登．3懇．

s）　講義掲叢。登．：翼5．

齢　購麟掲叢。欝．347．

窮　講購懇書σ夢．嚢7．

掛　藤沢籟彦癒本転読醗究二選（穴分餓，醸秘§年｝

　　費．韓一塁2．

i2）　轡島嚢安ぎ稲漢三才図会書／新葉洋文灘蓼墓率幾縫，

　　i欝7年｝墾．董83…玉鏡．

癖齢縫生簸井緩紛洋学と潟魯知識（難泓文鯨
　　羅憩鰺年）喜）．韓§一≦総．

圭寿　宮麟遊生絞漁嶽撰講浮紀灘（［東洋文庫重玉絹単飛

　　縫，鰭穣43年〉夢．2欝．

碍／綴字談鷹説共感蘇「滋藩秘単衣典叢叢正餐恒藤毒

　　販．曝隷54年／費。蔦．

歪6）　罫六趣新誌・編方一角纂考・稿蘇新注群科学書典叢叢認」

　　建繭譲叛．昭藤駐年！貸．玉2重一差23、

欝　搬！毛談1震誕弁惑≦夢．蕊．

難　小野簸i霧本革緻・1啓蒙3圭（1東洋文庫曇鱒貸誓輪宝・

　　i鰻重篶群．238－2識

至墾　沼墾次郎，訟村　聡，難藤銭分校淫舞舞本懸想大系騒

　　　　　　鷹波霧海，欝7昏年／夢．舞2．

2ξ1）　購薄霧掲護。§．き2暮曝2§。

鶴頭
議溺糀1灘礎旛

ヨーン・ヨンス←ン

極

熱

　　　　　・一献蓼聾一
　　　　業績磯　　　夢　　レ繋

蓼頸窃籔譜垂よ彗

．
」

耳
執

霧
・
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ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

『
本
草
綱
目
』
（
鱗
部
、
寺

是
所
鼠
子
馨
愛
墨

和
、
富
，
卿
之
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
躰

』
…
譲
蒙
薦

　
　
　
　
　
回
　
　
彗
薩

壽

灘無人

　
　
　
・
碓
を

夢

へ
ぐ

一
響、

蓮

大槻玄澤郵穴霧新誌．1、好3

壽
拳
蓼
激
暑
劃
轟
轟

プ
拳
拳
騨
鰭
ほ
　
　
　
　
蓋
…
一
、

露一一㎜

を
謬

論…痴

一　r一一樺

護
爵
峻
鍔
臨
團

汽
重
鯵
輸

一
鉢
｝
酒

識
ζ
袖
手
ー

大槻玄澤i一六勃新誌iより
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We歳e糞，麟曲毒緯醜費erw蝕嚢芝e賞翫。鼓erδα蕪a毛蟹醸熱e鱒。魏s搬廠紬ε纏改e量産懸狂1茎漁ss
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，，Do雛芝St董一Z藪蓮（動物図譜〉“vo麹」（懸Jo登s纏蓬（玉§鋤．

，，Ya盤撮（）妻。貸zo（大稲本華〉“VQ駐KA墾3A裂Aεk激e欝縫7｛糟）、

，，W鑑a獅sa賂謡一服ざ‘（秘漢三才図会／vo鷺丁琶嚢AS懲鍛A農獅蹴（｝7茎の．

，，G廊蓑（〉論喰G－ko鎗一。難（〉曲。（外国之事講醤）“vo縫A翼A璽R識総e嚢1．

，，Ko盤奪6鍛（纏毛談賛v（濃GOτo欝論撚〔聾6灘．

，，籔雑戯齢銭一s離陸唖（六物新誌〉“鴇織01臼s讐欝Ge盤盤擁醇綿．
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，，Se蜘欝齢“西洋露談）“V綴S欝BAK磁a麓（五7鋤．


